
1.背景・目的 

 市民が、健康で文化的な生活を営む

上で、住宅が不可欠な基盤であること

から、本市では市営住宅を整備し、住

宅に困窮する低額所得者に住居を提

供している。 

 令和３年４月１日現在、管理してい

る市営住宅 234棟(2,533 戸)の内、約

38％にあたる 88 棟(439 戸)は、昭和

50年以前建設で築 45年（耐用年数）

が経過しており、当該構想・計画の対

象団地である、一ケ岡Ｄ団地・一ケ岡

Ｅ団地についても同様に耐用年数を

経過し、老朽化が著しい状況である。 

 また、大規模災害への備えや生活ス

タイルの変化に伴う対応等、市営住宅

に対するニーズは多様化している。 

 これらを踏まえ、本構想・計画では、

上位計画や関連計画と整合を図り、市

民が安全・安心に暮らせる、持続な能

な住環境の実現として、ユニバーサル

デザインの導入や防災機能の向上、社

会的なニーズであるカーボンニュー

トラルの実現、コストバランスの検討

等の整備の基本方針を定めるもので

ある。 

 

 

 

 

2.一ケ岡Ｄ団地・一ケ岡Ｅ団地の現況、課題 

 当該両団地の現況は以下の通りである。 

 ・耐用年数の 45年を経過しており、内外装や設備等の老朽化が著しい。 

 ・一ケ岡Ｄ団地の敷地の一部が津波浸水区域に指定されている。 

 ・一ケ岡Ｅ団地の敷地の一部が土砂災害警戒区域に指定されている。 

 ・敷地内段差が多く、段差により敷地が分割されている。 

※一ケ岡Ｄ団地は５区画、一ケ岡Ｅ団地は３区画に分割されている。 

 ・敷地の段差は玉石による擁壁である。 

 ・住戸タイプはメゾネット式が多く、住戸内に階段や段差が多い。 

 ・老朽化していることから、空き部屋が年々増えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市営住宅（一ケ岡Ｄ団地・一ケ岡Ｅ団地）建替事業 基本構想・基本計画（素案） 概要版 

一ケ岡Ｄ団地 上空写真 

一ケ岡Ｅ団地 上空写真 

一ケ岡Ｄ,Ｅ団地 外観写真 

一ケ岡Ｄ,Ｅ団地 1・2 階平面図 

一ケ岡Ｄ団地 外観写真 

一ケ岡Ｄ団地 1 階平面図 
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各計画との関係性 

整備目的と整備の基本方針の展開 

令和３年 令和４年 令和５～６年 令和17年

供用開始

令和７～16年

導入可能
性調査

整備計画
の策定

事業者の
募集決定

事業着手～
事業完了

〈広域計画〉 〈地域計画〉

国：住生活基本計画

計画期間：令和３年度～12年度

県：宮崎県住生活基本計画

計画期間：平成28年度～令和７年度 延岡市営住宅長寿命化計画

計画期間：令和元年～10年度

県：宮崎県高齢者居住安定確保計画 地域居住機能再生計画

計画期間：令和元年度～６年度 計画期間：令和３年度～16年度

一ケ岡Ｄ団地・一ケ岡Ｅ団地　基本構想・基本計画

第６次延岡市長期総合計画

     計画期間：令和３年度～７年度

延岡市都市計画マスタープラン

計画期間：平成24年度～令和９年度

延岡市公共施設維持管理計画

計画期間：概ね40年間(2060年迄)

ハートフルプラン２１

計画期間：令和３年度～５年度
延岡市立地適正化計画（案）

※令和６年度末策定予定

3.建替基本方針 

 両団地の住棟は耐用年数を超過しており、改修による課題解決は困難であ

ることから、建替えによる整備を行う。本構想・計画は国、県及び市の各種

計画に配慮して整備目標を定め、整備の基本方針に展開させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.整備の内容 

【整備戸数】 

両団地の建替えに伴う最大整備戸数は、現在の入居者数とストックのバラ

ンスから 152戸と設定する。 

【土地の利用方針】 

土地の利用方針として、現在の一ケ岡Ｄ団地の敷地で集約した建替えを行

い、同団地における併設施設や建替後余剰地となる一ケ岡Ｅ団地、同地区内

で市営住宅の用途を廃止する一ケ岡Ｂ団地及び一ケ岡Ｃ団地の跡地の活用

方法として、子育て支援施設や高齢者福祉施設等の生活支援施設を検討する。

また、上記跡地活用として、延岡市脱炭素先行地域計画書（案）によるＺＥ

Ｈ条件やＺＥＢ条件による分譲等の検討も併せて行う。 

一ケ岡Ｄ団地の敷地の一部が津波浸水区域に指定されていることから、土

地の嵩上げを行い、併せて、既存玉石積みから安全基準を満たす擁壁への改

修を行う。また、雨水処理に関する検討を行う。 

【住宅の性能】 

 公営住宅等整備基準に基づいた整備として、断熱性能の向上や一次エネル

ギー消費基準の適合や、太陽光発電設備等の再生エネルギー設備の導入など

を行う。 

市の政策に基づき、ゼロカーボン都市に向けた取組みや住棟の構造を木造

とすることを検討する。 

  

5.整備の手法とスケジュール 

 建替え手法については、民間資力の活用として、ＰＦＩ方式による事業手

法を検討するため、ＰＦＩ事業導入可能性調査を行う。事業内容としては、

設計、建設、監理、入居者の移転業務、土地の造成、既存建物解体を予定し

ている。 

 

 

安全・安心に暮らせる、持続可能な住環境の実現 

整備目標   

 

① 多様化する住宅ニーズへの対応 

・ユニバーサルデザインの導入 ・民間ノウハウ活用 

② 安全・安心に暮らせる団地の整備 

・耐震、耐火性の向上 ・大規模災害への備え 

③ 良好な住環境の整備 

・日照、通風、採光の確保 ・周辺住宅との調和 

④ 省エネルギー性能住宅の整備 

・断熱、省エネ性能向上 ・ゼロカーボン都市への取組 

⑤ 需給動向を踏まえた団地の整備 

・新規とストックのバランス ・各種コストの縮減 

  整備の基本方針 


